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Ⅵ．窒素土壌診断による施肥
土壌もメタボは禁物であり、スリムな土壌での適正な肥培管理で健全な品質の作物が生産される。また、施肥は収量・品質をとおして、生産段階から流通・加工の段階までの経済行為の基盤である。特に窒素施肥の過剰は地下水の硝酸汚染を助長し、その回復を考慮すると環境維持の点でも経済的評価の基盤になる。
ともかく、過剰施肥は施肥コストを高め、収量･品質を下げ、環境に負荷を掛ける。こうした施肥行為は慎まなくてはならない。その基本は土壌の窒素診断に基づいた施肥の励行が原点である。そうした視点から、27年前に「土壌窒素供給量を計算に入れた施肥設計の必要性」と「土壌窒素供給量への熱水可溶性窒素含量の密接な関係」を示唆し17)、23年前に次のような考えを提示している23)。
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その経緯に、有吉佐和子(1975)の「複合汚染」の発表後も多肥化は続き，てん菜の窒素施肥が40kg/10aを越える事例も多く見うけられた（沢口ら，1979）33)、といったことがある。しかし、1986年からはてん菜は糖分取引制度へ移行し、また，実需者からはばれいしょの品質向上が強く要望され、窒素施肥改善が強く求められた。
１．窒素土壌診断の状況
以上の背景から，1989年に、北海道立十勝農試により熱水抽出窒素診断による「加工用馬鈴しょの肥培管理改善・品質向上」のための対応が提案された(表７)10)。
　　　　
　　　　　　　　表７　土壌窒素診断による加工用ばれいしょの窒素施肥対応

	熱水抽出性窒素含量(mg/100g)
	窒素施肥量(kg/10a)

	～5
	8

	5～7
	6～4

	7～8
	4～2

	8～
	2～0


次いで、1990年に、北海道立十勝農試他により「熱水抽出性窒素によるてん菜及び馬鈴しょ畑の土壌窒素診断」による施肥対応が提案されている(表８)11)。この場合、網走東部沿海のてん菜は熱水抽出無機態窒素が指標になっており、ばれいしょは生食用とでん粉原料用とに区分されている。

さらに、1999年にはめん用の秋播小麦のたんぱく質10%を維持することを前提とした、熱水抽出窒素による「土壌診断による秋まき小麦の窒素施肥量の設定」が提案されている12)。この場合、乾性火山灰土壌、沖積土壌(表９)と湿性火山灰土壌、洪積土壌（表10）とに区分されている。


上記の両表の、 ｢－｣：収量水準の設定が低すぎる、
(4)：診断値は4kg/10a以下であるが施肥最低量として設定、
左下の（かっこ）：収量水準の設定が高すぎる、
                                                                                      ことを示す。
27年前に示唆した「土壌窒素供給と熱水可溶性窒素の密接な関係」17)、「土壌窒素診断の必要性」17,23)は時を経ながらも、着実に実証、技術化されてきている。

10)十勝農業試験場土壌肥料科(1989)：加工用馬鈴しょの肥培管理改善による品質向上，1989北海道農業試験会議(成績会議)資料

http://www.agri.pref.hokkaido.jp/center/kenkyuseika/gaiyosho/h01gaiyo/1988083.htm
11)北海道立十勝農試・他（1990）：熱水抽出窒素によるてん菜及び馬鈴薯の土壌窒素診断，1990北海道農業試験会議(成績会議)資料．

http://www.agri.pref.hokkaido.jp/center/kenkyuseika/gaiyosho/h02gaiyo/1989051.htm
12)十勝農試研究部土壌肥料科・他(1999)：土壌診断による秋まき小麦の窒素施肥量の設定，1999北海道農業試験会議(成績会議)資料

http://www.agri.pref.hokkaido.jp/center/kenkyuseika/gaiyosho/h11gaiyo/1998404.htm
17)十勝地方の畑作物の窒素利用、第２報、土壌別テンサイの肥料及び土壌窒素の利用、北農試研報、133、17-30

23)西宗　昭(1986)：てん菜，コストダウンのための施肥管理，ニューカントリー，387，83-85
33)沢口正利ら(1997)：十勝畑作地帯における施肥実態，北農，46(5)，24-54

表11　土壌診断に関わる新聞記事











教養アップ情報


昨今の新聞記事によれば、石油高騰に伴う肥料価格上昇に対応する減肥のための土壌診断の新聞記事の多さは異常にも見える（表11）。資材高騰対策の要望、土壌診断助成の発表、畑のメタボストップの呼びかけ、診断機能の容量を超える依頼、診断による減肥可能性の実証、などの記事は対応の早さ、技術レベルの高さ、なるほど感の成果を示すが、視点は肥料コスト減にある。見方によれば、土壌診断は20年以上も前に確立されているのに、土壌診断そのものが日常的にはそう実践に移されていない状況にあることを想起させる。また、肥料高騰がなければ土壌診断は実施されずにコストを掛けたままの必要以上の施肥が続く可能性があったことも示唆する。一部には低品質農産物の生産を続け、環境への負荷を続ける可能性があったことにもなる。これまでの科学的成果が生産技術に生かされてこなかったこと、高品質化や環境負荷への視点が十分でなかったこをも示唆しているようにも伺える。





いろいろの見方もあろうが、土壌診断が注目、実践されることは大事なことである。





品種に個性があり、利点も欠点もあるように、土壌にも個性的な特性がある。あばたもエクボであり、産地のチャーミングポイントを科学的に見極める、といった素直な視点が重要である。その中でも土壌と肥料の窒素供給が収量・品質に大きく影響することを認識していただきたい。


有名産地ばかりに注目せず、有機物神話に伴う有機物多量施用に陥らず、目的に合ったリーゾナブルな産地開拓、適正施肥管理のための指標の一つとして、土壌の窒素供給量の多少に注目、活用していただければ幸いである。





ＦＮ＝（ＴＮ－ＳＮ）／ＵＲＮ×１００


ＦＮ：Ｎ施肥量


ＴＮ：必要Ｎ供給量（約20kg/10a）


ＳＮ：土壌Ｎ供給量（7～15kg/1-a）


ＵＲＮ：施肥Ｎ利用率（約70%）









































表10　湿性火山灰土壌、洪積土壌における


総窒素施肥量（kg/10a）


タンパク10%�収量水準�kg/10a�
窒素�吸収量�kg/10a�
熱水抽出性窒素分析値�
�
�
�
0～20cm、mg/100g�
�
�
�
-6�
6-10�
10-14�
14-18�
�
420�
10�
7�
( 4)�
－�
－�
�
480�
11-12�
9�
6�
( 4)�
－�
�
540�
12-13�
11�
8�
5�
( 4)�
�
600�
14�
13�
10�
8�
4�
�
660�
15�
(15)�
12�
10�
6�
�

































表９　乾性火山灰土壌、沖積土壌における


総窒素施肥量（kg/10a）


タンパク10%�収量水準�kg/10a�
窒素�吸収量�kg/10A�
熱水抽出性窒素分析値�
�
�
�
0-20cm、mg/100g�
�
�
�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
�
420�
10�
11�
9�
7�
( 4)�
－�
－�
�
480�
11-12�
14�
11�
9�
6�
( 4)�
－�
�
540�
12-13�
(15)�
12�
11�
8�
5�
－�
�
600�
14�
(17)�
14�
13�
10�
8�
( 4)�
�
660�
15�
(19)�
(16)�
(15)�
12�
10�
4�
�






第８表　熱水抽出窒素および熱水抽出無機態窒素によるN施肥量の予測式


土壌窒素診断指標�
対象作物(品種)�
予測式�
y,X�
�
熱水抽出窒素�
てん菜�
y=25.7-1.83x�
y:N施肥量(㎏/10a)�x:AC法N分析値�(mg/100g,位置0～25㎝)�
�
�
生食用馬鈴しょ(男爵薯)�
y=13.0-0.61x�
�
�
�
でん原用馬鈴しょ(紅丸)�
y=17.1-1.20x�
�
�
熱水抽出無機態N法�(網走東部沿海)�
てん菜�
y=26.3-4.20x�
y:N施肥量(㎏/10a)�x:熱水抽出無機態N分析値�(mg/100g,位置0～50㎝)�
�






























